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第13 期 定時株主総会

招集ご通知

開　催
日　時

2019年６月26日(水曜日)
午前10時

開　催
場　所

埼玉県 いたま市大宮区桜木町一丁目11番地５

KSビル８階 サイサンホール
末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください

議　案

第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役６名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件
第４号議案 補欠監査役１名選任の件

証券コード：5989

表紙
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株 主 各 位 証券コード　5989
2019年６月７日

埼玉県さいたま市大宮区桜木町一丁目11番地５

代表取締役社長執行役員 金 田　敦

第13期定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第13期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますようご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面又は電磁的方法(インターネット)により議決権を行使することができますの
で、後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、2019年６月25日(火曜日)午後５時までに議決権をご行使くださいます
ようお願い申しあげます。

敬　具
記

1 日　　時 2019年６月26日(水曜日)午前10時
2 場　　所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町一丁目11番地５ KSビル ８階 サイサンホール
3 目的事項 報告事項 1．第13期(2018年４月１日から2019年３月31日まで)事業報告、連結計算書類並びに会

計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
2．第13期(2018年４月１日から2019年３月31日まで)計算書類報告の件

決議事項 第１号議案　剰余金処分の件
第２号議案　取締役６名選任の件
第３号議案　監査役１名選任の件
第４号議案　補欠監査役１名選任の件

4 議決権行使のご案内 ３～４頁に記載の【議決権行使についてのご案内】をご参照ください。
5 インターネットによ

る開示
(1) 本招集ご通知に添付すべき書類のうち、以下の事項につきましては、法令及び当社定款第15条の規

定に基づき、当社ウェブサイトに掲載しておりますので、本招集ご通知提供書面には記載しておりま
せん。
① 連結計算書類の連結持分変動計算書及び連結注記表
② 計算書類の株主資本等変動計算書及び個別注記表
なお、監査役及び会計監査人が監査した連結計算書類及び計算書類は、本招集ご通知提供書面に記載
の各書類のほか、当社ウェブサイトに掲載している連結持分変動計算書及び連結注記表並びに株主資
本等変動計算書及び個別注記表となります。

(2) 株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた場合は、当社ウェブ
サイトに修正後の事項を掲載させていただきます。

当社ウェブサイト　http://www.h1-co.jp/

以　上

◦ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。また、議事資料として本株
主総会招集ご通知をご持参くださいますようお願い申しあげます。

◦ 当日は節電への取り組みとして、会場の冷房を控え目にさせていただく予定でございますので、株主の皆様におかれましては軽装にてご出席くだ
さいますようお願い申しあげます。
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議決権行使についてのご案内

株主総会における議決権は株主の皆様の重要な権利です。是非とも議決権をご行使くださいますようお願い申しあげます。
議決権は、以下の３つの方法により行使いただくことができます。

株主総会に出席される場合
議決権行使書用紙をご持参いただき、会場受付にご提出ください。

日 時 2019年６月26日（水曜日）午前10時

書面(郵送)で議決権を行使される場合
議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、行使期限までに到着するようご返送ください。

行使期限 2019年６月25日（火曜日）午後５時到着分まで

インターネットで議決権を行使される場合
インターネットによる議決権行使は、パソコン又はスマートフォンから議決権行使ウェブサイト
(https://evote.tr.mufg.jp/)にアクセスしていただくことによってのみ実施可能です。４頁に記載の
【インターネットによる議決権行使のご案内】に従って議決権行使ウェブサイトにアクセスしていただ
き、賛否をご入力ください。

行使期限 2019年６月25日（火曜日）午後５時入力完了分まで

※ 午前２時から午前５時までは、議決権行使ウェブサイトの保守・点検のため接続いただくことができません。
※ 書面(郵送)とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を有効として取

扱わせていただきます。
※ インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。
※ インターネットのご利用環境、ご加入のサービスやご使用の機種によっては、議決権行使ウェブサイトが利用できない場合があります。
※ 議決権行使ウェブサイトへのアクセスに際して発生するインターネット接続料、通信費等は株主様のご負担となります。
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インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 午前９時〜午後９時）

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

以降は、画面の案内に従って賛否をご入力ください。４

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。１

新しいパスワードを登録する３

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリック

２

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

以降は、画面の案内に従って賛否をご入力ください。２

QRコードを用いた議決権行使は１回に限り
可能です。
再行使する場合、もしくはQRコードを用いずに議決権を
行使する場合は、右の「ログインID・仮パスワードを入力
する方法」をご確認ください。

議決権行使書副票（右側）に記載のQRコードを読み取って
ください。

１

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード
見本

見本

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

議決権行使書副票に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。
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株主総会参考書類

第１号議案 剰余金処分の件
剰余金の処分につきましては、当期の業績並びに今後の事業展開等を勘案し、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項

配当財産の種類 金銭
配当財産の割当てに関する事項
及びその総額

当社普通株式１株につき金 13円
配当総額 369,087,719円

剰余金の配当が効力を生じる日 2019年６月27日

<ご参考＞

第10期

22.0

第11期

24.0

第12期

25.0

第13期
（予定）

26.0

11.0

11.0

13.0

11.0

13.0

12.0

13.0

13.0

40

30

20

10

0

（単位：円）配当金の推移　■中間　■期末

※ 第11期の期末配当には、東証一部指定記念配当２円が含まれております。

配当方針
　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要な政策と位
置付けており、親会社所有者帰属持分当期利益率の向上に努めると
ともに、今後の事業展開及び設備投資等を勘案したうえで、株主の
皆様に長期にわたり、安定的に業績に応じた成果の配分を実施する
ことを、基本方針としております。

5
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第２号議案 取締役６名選任の件
　本総会終結の時をもって、取締役全員(７名)が任期満了となります。
　つきましては、経営機構の監督と執行それぞれの機能強化を図るため取締役を１名減員し、取締役６名の選任をお願
いいたしたいと存じます。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

取締役候補者一覧

候補者
番　号 氏　名 当社における

現 在 の 地 位 担当及び重要な兼職の状況

１  か ね  

金
だ

田
 

　
あつし

敦 代表取締役 再 任

２ こ

小
ばやし

林
 あ き  

昭
 ひ さ  

久 取 締 役 営業本部長 再 任

３  お お  

太
 た  

田
 き よ  

清
 ふ み  

文 取 締 役
管理本部長
コンプライアンスオフィサー
環境責任者

再 任

４ た

田
 じ ま  

隝
 ひ ろ  

浩
 あ き  

明 取 締 役 開発技術本部長(兼)
開発技術センター所長 再 任

５  ま る  

丸
 

　
 や ま  

山
 

　
 け い  

恵
 い ち  

一
 ろ う

郎 取 締 役 名川・岡村法律事務所副所長
戸田建設㈱社外監査役 再 任 社 外 独 立

６ と

戸
どころ

所
 く に  

邦
 ひ ろ  

弘 取 締 役 富士倉庫運輸㈱代表取締役社長 再 任 社 外 独 立

再 任 再任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 証券取引所の定めに基づく独立役員

【上記６名の各候補者に共通する注記】
1．各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．各取締役候補者が所有する当社株式の数は、役員持株会名義で所有する持分株数を含めております。

6
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候 補 者 番 号

１
 か ね  

金
だ

田
 

　
あ つ し

敦 （1961年８月23日生）
所有する当社株式の数……… 16千株
取締役会出席状況……… 12回/12回

再　任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1985年 ３ 月 ㈱本郷製作所入社
2005年12月 ㈱本郷執行役員
2006年 ４ 月 ㈱エイチワン執行役員

郡山製作所長
2007年 ４ 月 経営企画室長
2007年 ６ 月 当社上席執行役員
2008年 ６ 月 当社常務取締役

2010年 ４ 月 生産本部長
2011年 ４ 月 開発技術本部長
2011年 ６ 月 当社代表取締役社長（兼）

開発技術本部長
2012年 ４ 月 当社代表取締役社長
2016年 ６ 月 当社代表取締役社長執行役員（現任）

取締役候補者とする理由
　金田敦氏は、開発及び生産領域を長く経験し、その間、米国の２つの子会社の設立から立ち上げに従事。2006年
に合併で現当社が創設となって以降は、経営企画、生産部門及び開発部門の責任者として、拡大する当社の事業運
営に携わるなど、グローバルでの事業運営に係る豊富な経験と高度な見識を有しております。当社の代表取締役に
就任以降は、その経験と知見を活かしつつ強力なリーダーシップを発揮し、当社グループの企業価値の向上に先頭
に立って邁進してまいりました。
　こうした点から、当社グループにおける重要事項の決定及び業務執行の監督に十分な役割を果たしていただける
ものと判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

候 補 者 番 号

２
こ

小
ば や し

林
 あ き  

昭
 ひ さ  

久 （1955年11月３日生）
所有する当社株式の数……… 40千株
取締役会出席状況……… 11回/12回

再　任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1979年 ３ 月 平田プレス工業㈱入社
2005年 ６ 月 ㈱ヒラタ取締役
2006年 ４ 月 ㈱エイチワン上席執行役員

亀山製作所長
2008年 ６ 月 生産副本部長
2010年 １ 月 前橋製作所長

2011年 ６ 月 当社取締役
2012年 ４ 月 営業本部長（現任）

欧州・北米地域本部長
2012年 ６ 月 当社常務取締役
2016年 ４ 月 購買本部長
2016年 ６ 月 当社取締役専務執行役員（現任）

取締役候補者とする理由
　小林昭久氏は、これまでに国内外で複数の生産拠点の事業運営に携わったほか、当社の営業部門及び購買部門の
責任者として当社グループの営業戦略及びサプライチェーン戦略を統括するなど、当社グループの主要事業である
自動車部品の製造及び販売に関して豊富な経験と高度な見識を有しております。
　こうした点から、当社グループにおける重要事項の決定及び業務執行の監督に十分な役割を果たしていただける
ものと判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

7

取締役選任議案
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候 補 者 番 号

３
 お お  

太
た

田
 き よ  

清
 ふ み  

文 （1960年９月23日生）
所有する当社株式の数……… 4千株
取締役会出席状況……… 12回/12回

再　任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1983年 ４ 月 ㈱日本興業銀行（現：㈱みずほ銀行）入行
2008年 ４ 月 みずほコーポレート銀行（中国）有限公司

（現：みずほ銀行（中国）有限公司）大連支店
支店長

2010年 ９ 月 ㈱エイチワン入社
広州愛機汽車配件有限公司副総経理

2011年 ４ 月 清遠愛機汽車配件有限公司総経理（兼）
広州愛機汽車配件有限公司副総経理

2011年 ６ 月 当社執行役員

2013年 １ 月 管理本部長付
2013年 ４ 月 管理副本部長
2013年 ６ 月 当社取締役
2014年 ４ 月 管理本部長（現任）
2014年 ６ 月 当社常務取締役
2016年 ４ 月 コンプライアンスオフィサー（現任）

環境責任者（現任）
2016年 ６ 月 当社取締役専務執行役員（現任）

取締役候補者とする理由
　太田清文氏は、金融機関勤務時代に長く中国関係業務に携わり、当社入社後は中国子会社の経営に従事した後、
現在は当社の管理部門の責任者として当社グループの経理・財務、人事・労務及びコンプライアンス・ガバナンス
を統括するなど、グローバルでの事業運営に関する豊富な経験と高度な見識を有しております。
　こうした点から、当社グループにおける重要事項の決定及び業務執行の監督に十分な役割を果たしていただける
ものと判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

候 補 者 番 号

４
た

田
 じ ま  

隝
 ひ ろ  

浩
 あ き  

明 （1960年３月18日生）
所有する当社株式の数……… 7千株
取締役会出席状況……… 12回/12回

再　任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1978年 ４ 月 本田技研工業㈱入社
2010年 ４ 月 ホンダエンジニアリング㈱経営企画室長
2011年 ４ 月 ㈱エイチワン開発技術本部長付
2011年10月 開発技術センター所長付
2012年 ４ 月 当社入社

2012年 ６ 月 当社執行役員
開発技術センター所長（現任）

2014年 ４ 月 開発技術本部長（現任）
2014年 ６ 月 当社取締役
2016年 ６ 月 当社取締役常務執行役員（現任）

取締役候補者とする理由
　田隝浩明氏は、ホンダエンジニアリング㈱勤務時代に国内外の生産技術開発に携わり、当社入社後は開発技術部
門の責任者として新技術・新製品の開発を通じた製品の付加価値向上やグローバル金型調達戦略をはじめとする
様々なR＆Dの取り組みを統括するなど、当社グループの事業活動の源流にあたる自動車部品及び生産技術の開発に
深い造詣と優れた先見性を有しております。
　こうした点から、当社グループにおける重要事項の決定及び業務執行の監督に十分な役割を果たしていただける
ものと判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

8
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候 補 者 番 号

５
 ま る  

丸
 

　
 や ま  

山
 

　
 け い  

恵
 い ち  

一
 ろ う  

郎 （1963年11月27日生）
所有する当社株式の数……… ― 株
取締役会出席状況……… 12回/12回

再　任
社外取締役候補者

独立役員

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1998年 ４ 月 弁護士登録（東京弁護士会）
1998年 ４ 月 名川・岡村法律事務所入所
2001年 １ 月 同所副所長（現任）
2009年 ５ 月 学校法人東京音楽大学理事（現任）

2010年 ７ 月 学校法人城北埼玉学園理事（現任）
2014年 ６ 月 ㈱エイチワン社外取締役（現任）
2016年 ６ 月 戸田建設㈱社外監査役（現任）

社外取締役候補者とする理由
　丸山恵一郎氏は、弁護士として培われた豊富な経験と高い見識を有しており、当社取締役会においても当社グル
ープ経営に対して積極的な提言と助言をいただいております。今後も、独立かつ公正な立場から当社グループの業
務執行に対する監督を行っていただけるものと判断し、引き続き社外取締役候補者といたしました。
　同氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、弁護士として広範かつ高度な視野を備え、また、企業
統治に精通し、社外取締役としての十分な見識を有していることから、職務を適切に遂行していただけるものと判
断しております。

独立性に関する考え
　丸山恵一郎氏が副所長を務める名川・岡村法律事務所と当社は法律顧問契約を締結しておりますが、当社が支払
った報酬額は少額であり、同氏の独立性に問題はないと判断しております。
　なお、当社は証券取引所に対して、同氏を独立役員として届け出ております。

(注) 1．丸山恵一郎氏の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって５年となります。
2．当社は、丸山恵一郎氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、法令の定める限度まで同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する

契約を締結しております。同氏の再任が承認された場合には、同氏との当該契約を継続する予定であります。
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候 補 者 番 号

６
と

戸
ど こ ろ

所
 く に  

邦
 ひ ろ  

弘 （1954年５月29日生）
所有する当社株式の数……… ― 株
取締役会出席状況……… 10回/12回

再　任
社外取締役候補者

独立役員

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1977年 ４ 月 ㈱埼玉銀行（現：㈱埼玉りそな銀行）入行
2009年 ６ 月 ㈱埼玉りそな銀行代表取締役副社長
2013年 ６ 月 ジェイアンドエス保険サービス㈱代表取締役

社長

2015年 ６ 月 富士倉庫運輸㈱代表取締役社長（現任）
2016年 ６ 月 ㈱エイチワン社外取締役（現任）

社外取締役候補者とする理由
　戸所邦弘氏は、金融機関や複数の事業会社の経営に携わってきており、その豊富な経験と高い見識に基づき、当
社取締役会においても当社グループ経営に対して積極的な提言と助言をいただいております。今後も、独立かつ公
正な立場から当社グループの業務執行に対する監督を行っていただけるものと判断し、引き続き社外取締役候補者
といたしました。

独立性に関する考え
　戸所邦弘氏が代表取締役社長を務める富士倉庫運輸㈱と当社との間には、物品の保管及び寄託等に関する取引関
係がありますが、当社が支払った金銭は少額であります。
　また、同氏は当社の借入先である㈱埼玉りそな銀行の元代表取締役副社長ですが、同氏が同行の取締役を退任さ
れてからすでに６年以上が経過しており、同氏の独立性に問題はないと判断しております。
　なお、当社は証券取引所に対して、同氏を独立役員として届け出ております。

(注) 1．戸所邦弘氏の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって３年となります。
2．当社は、戸所邦弘氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、法令の定める限度まで同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契

約を締結しております。同氏の再任が承認された場合には、同氏との当該契約を継続する予定であります。

10
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第３号議案 監査役１名選任の件
　本総会終結の時をもって、監査役 河合宏幸氏が任期満了となります。
　つきましては、監査役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は、次のとおりであります。

 か わ  

河
 い  

合
 ひ ろ  

宏
 ゆ き  

幸 （1961年11月19日生）

所有する当社株式の数……… 2千株
取締役会出席状況……… 11回/12回
監査役会出席状況……… 11回/12回

再　任
社外監査役候補者

独立役員

略歴、地位及び重要な兼職の状況
1992年10月 井上斎藤英和監査法人(現:有限責任あずさ

監査法人)入所
1996年 ４ 月 公認会計士登録
2008年 ５ 月 あずさ監査法人(現:有限責任あずさ監査法人)

社員

2014年 ７ 月 朝日税理士法人入所
2014年 ９ 月 税理士登録
2015年 ６ 月 ㈱エイチワン社外監査役(現任)
2019年 １ 月 河合公認会計士・税理士事務所所長(現任)

社外監査役候補者とする理由
　河合宏幸氏は、公認会計士・税理士として培われた財務及び会計の専門家としての豊富な経験と高い見識を有し
ており、独立かつ公正な立場から当社グループ経営への助言や業務執行に対する適切な監査を行っていただけるも
のと判断し、引き続き社外監査役候補者といたしました。
　同氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、公認会計士・税理士として広範かつ高度な視野と独立
性に加え、社外監査役としての十分な見識を有していることから、職務を適切に遂行していただけるものと判断し
ております。

独立性に関する考え
　河合宏幸氏が所長を務める河合公認会計士・税理士事務所と当社との間に取引等の関係はなく、また顧問契約締
結等の関係にもありませんので、同氏の独立性に問題はないと判断しております。
　なお、当社は証券取引所に対して、同氏を独立役員として届け出ております。

(注) 1．河合宏幸氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．河合宏幸氏の監査役としての在任期間は、本総会終結の時をもって４年となります。
3．当社は、河合宏幸氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、法令の定める限度まで同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契

約を締結しております。同氏の再任が承認された場合には、同氏との当該契約を継続する予定であります。

11
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第４号議案 補欠監査役１名選任の件
　法令に定める監査役の員数を欠くこととなる場合に備え、会社法第329条第３項の規定に基づき、予め補欠監査役１
名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　補欠監査役候補者は、次のとおりであります。

 い い  

飯
 じ ま  

島
 ひ ろ  

宏
 ゆ き  

之 （1974年10月27日生）所有する当社株式の数………… ― 株

略歴及び重要な兼職の状況
1997年 ４ 月 ㈱プラザクリエイト入社
2002年10月 飯島税理士事務所入所（現任）
2007年 ４ 月 税理士登録

補欠の社外監査役候補者とする理由
　飯島宏之氏は、税理士として活躍されており、監査役に就任された場合には税理士として培われた専門的な知識
と経験を当社の監査体制に活かしていただくため、補欠の社外監査役として選任をお願いするものであります。
　同氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、税理士として広範かつ高度な視野を備え、社外監査役
としての十分な見識を有していることから、職務を適切に遂行していただけるものと判断しております。

(注) 1．飯島宏之氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2．飯島宏之氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
3．飯島宏之氏が監査役に就任された場合には、当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、法令の定める

限度まで同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。

以　上

12
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提供書面
事業報告（2018年４月１日から2019年３月31日まで）

1 エイチワングループ(企業集団)の現況に関する事項
(1) 事業の経過及び成果
　当連結会計年度における当社グループを取り巻く経営環境は、英国のEU離脱を巡る混乱や米中貿易摩擦などにより不
安定な経済状況下にありました。米国では景気鈍化の懸念から政策金利の引き上げが休止され、欧州でもECB(欧州中
央銀行)が金融緩和の縮小を延期しました。日本経済は、戦後最長の景気回復局面にあり雇用環境は引き続き改善してい
ますが輸出などには弱さが見え始め、中国経済も昨秋以降に景気の減速が鮮明になりました。
　自動車業界においては、CASE(Connectivity：つながること、Autonomous driving：自動運転、Sharing：共有・
シェアリング、Electric drive systems：電動化)やサービスとしてのモビリティいわゆるMaaS(Mobility as a 
Service)の流れが台頭していく中、異業種連携などの取り組みが加速しました。一方で、市場の状況は、米国では自動
車需要が踊り場を迎え、中国では昨年７月から今年３月にかけて新車販売が９ヶ月連続で前年同月を下回りました。日
本では前期に比べて新車販売台数は増加した反面、登録車の占める割合は低下しており、アジア・大洋州地域ではタイ
が年度を通じて堅調だったもののインドやインドネシアの新車販売は下期にスローダウンしました。
　このような環境下、当社グループは、第５次中期事業計画の経営方針である「H-oneブランドの確立を目指し、品質
信頼性向上とNo.１技術確立で収益力向上を強力に推し進める」に沿って、これまでに培った技術力やグローバル展開
を活かし、取引先開拓をはじめとする受注拡大に努めてまいりました。

武漢愛機汽車配件有限公司　外観 武漢愛機汽車配件有限公司　新溶接ライン

13
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　当連結会計年度の主な実績といたしまして、日本では超ハイテン材加工の生産性向上などを目的に亀山製作所(三重県
亀山市)で導入準備を進めていた3,000tサーボ・トランスファー・プレスが今年２月に稼動を開始しました。中国では
広州愛機汽車配件有限公司(以下、G-Hapii社)(広東省)が複数の現地完成車メーカーに自動車フレームや金型の納入を
開始、また、武漢愛機汽車配件有限公司(湖北省)では主力得意先の生産増加への対応を目的に進めていた第２工場の増
床並びに新溶接ラインの導入が完了しました。インドでは、エイチワン・インディア・プライベート・リミテッド(以
下、HIL社)のタプカラ工場(ラジャスタン州)が建物を拡張のうえ分散していた工場を集約し同期生産を強化しました。
これらに加え、当社グループの生産体質をお客様に評価いただき、当社及びG-Hapii社、HIL社がそれぞれの主力得意先
からQCD(品質・価格・納期)に係るサプライヤー表彰を授与されております。
　以上を受けた当連結会計年度における経営成績は、主力得意先向けの自動車フレームの生産台数が前期に比べて約
4.5％増加しましたが、金型設備等の販売が前期を下回ったことなどから売上収益は1,967億18百万円(前期比2.1％減)
となりました。利益面では、売上収益の減少のほか労務費の増加などから売上総利益は227億56百万円(同6.6％減)と
なり、販売費及び一般管理費の増加に加え北米連結子会社における事業用資産に係る減損損失によりその他の費用が前
期に比べて増加したことによって営業利益は56億48百万円(同34.2％減)となりました。また、支払利息の減少を主因
に金融損益のマイナスが縮小したものの持分法による投資利益が減少したことから税引前利益は47億89百万円(同
37.6％減)、親会社の所有者に帰属する当期利益は40億71百万円(同34.3％減)となりました。

亀山製作所に導入した3,000tサーボ・トランスファー・プレス 当社では国内４ヶ所の「エイチワンの森」で森づくり活動に取り
組んでいます。(2018年12月　三重県亀山市での活動の様子)

14
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　セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。

日本

25.9%

売上収益構成比

53,57653,588

第12期
（2018年３月期）

第13期
（2019年３月期）

（単位：百万円）売上収益

3,749
4,290

第12期
（2018年３月期）

第13期
（2019年３月期）

（単位：百万円）税引前利益 　主力得意先向けの自動車フレーム
の生産量が前期に比べて増加したも
のの金型取引が減少したことから売
上収益は535億76百万円(前期比
0.0％減)となりました。利益面で
は、効率改善等により製造コストは前
期に比べ低下したものの在外子会社
からの配当金の受取額が減少したこ
とから税引前利益は37億49百万円
(同12.6％減)となりました。

北米

39.5%

売上収益構成比

81,47082,446

第12期
（2018年３月期）

第13期
（2019年３月期）

（単位：百万円）売上収益

△1,118△1,215
第12期

（2018年３月期）
第13期

（2019年３月期）

（単位：百万円）税引前損失（△） 　主力得意先向けの自動車フレーム
の生産量は前期並みだったものの金
型取引が減少したことを主因に売上
収益は814億70百万円(前期比1.2％
減)となりました。利益面では、効率
改善等により製造コストは前期に比
べ低下したものの事業用資産に係る
減損損失の計上と持分法による投資
利益の減少を主因に税引前損失11億
18百万円(前期は税引前損失12億15
百万円)となりました。
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中国

21.1%

売上収益構成比

43,480
48,578

第12期
（2018年３月期）

第13期
（2019年３月期）

（単位：百万円）売上収益

2,771

5,824

第12期
（2018年３月期）

第13期
（2019年３月期）

（単位：百万円）税引前利益 　主力得意先向けの自動車フレーム
の生産量が前期に比べて増加したも
のの金型取引が減少したことを主因
に売上収益は434億80百万円(前期
比10.5％減)となりました。利益面
では、売上収益の減少のほか前期は一
時的な付加価値良化要素が利益に寄
与した影響もあり当期の税引前利益
は27億71百万円(同52.4％減)とな
りました。

アジア・大洋州

13.5%

売上収益構成比

27,84630,289

第12期
（2018年３月期）

第13期
（2019年３月期）

（単位：百万円）売上収益

126

481

第12期
（2018年３月期）

第13期
（2019年３月期）

（単位：百万円）税引前利益 　金型取引の減少のほかインドネシ
アで生産量が前期を下回ったことな
どにより売上収益は278億46百万円
(前期比8.1％減)となりました。利益
面では、売上収益の減少のほか前期は
一時的な付加価値良化要素が利益に
寄与した影響もあり当期の税引前利
益は１億26百万円(同73.7％減)とな
りました。

16
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(2) 設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました設備投資の総額は、118億40百万円であり、そのうち当連結会計年度中
に完成した主なものは次のとおりであります。

① 株式会社エイチワン
事業所名 設備の内容

亀山製作所 生産関連設備
前橋製作所 生産関連設備
郡山製作所 生産関連設備

② 子会社
会社名 設備の内容

ケー・ティ・エイチ・パーツインダストリーズ・インコーポレーテッド 生産関連設備
カライダ・マニュファクチャリング・インコーポレーテッド 生産関連設備
ケー・ティ・エイチ・リーズバーグ・プロダクツ・リミテッド・
ライアビリティ・カンパニー 生産関連設備

ケー・ティ・エイチ・シェルバーン・マニュファクチャリング・
インコーポレーテッド 生産関連設備

広州愛機汽車配件有限公司 生産関連設備
清遠愛機汽車配件有限公司 生産関連設備
武漢愛機汽車配件有限公司 生産関連設備
エイチワン・パーツ(タイランド)カンパニー・リミテッド 生産関連設備
エイチワン・パーツ・シラチャ・カンパニー・リミテッド 生産関連設備
エイチワン・インディア・プライベート・リミテッド 生産関連設備
ピー・ティ・エイチワン・コウギ・プリマ・オート・テクノロジーズ・
インドネシア 生産関連設備

(3) 資金調達の状況
　当社グループは、主に金融機関からの借入れによる資金調達を行いました。

17
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(4) 対処すべき課題
① 中長期的な会社の経営戦略
　当社グループでは、急速に変化を続ける事業環境に即応しながら、ゆるぎない成長を遂げていくために、2020年
を最終年とする長期ビジョン(愛称“Dream20”)を2011年４月に策定し、中期事業計画(３ヶ年)とあわせ、これらを
中長期的な経営戦略に位置づけております。
　長期ビジョンは「H-one ブランドの確立」を目指す姿に定め、それに向けた最終の中期計画である第５次中期事業
計画(2017年４月～2020年３月)では、長期ビジョンの総仕上げのための諸施策を進めております。

② 経営環境と会社の対処すべき課題
　現在の当社グループを取り巻く経営環境は、日本経済は雇用環境の改善や個人消費の拡大を通じて景気回復が持続
するものと思われますが、米国の今後の外交通商政策が日本を含む各国経済に与える影響を注視していく必要がある
と認識しております。
　自動車業界においては、市場が引き続き拡大する一方、世界的な環境規制の強化の流れを受けて自動車の電動化の
動きが加速する中、新興の電気自動車メーカーの参入や既存自動車メーカーの異業種との連携が従来以上に活発化し
ていくことが見込まれ、それらに伴う自動車メーカーの部品調達戦略や開発戦略の変化によって、自動車部品業界で
も技術開発競争や受注競争が激しさを増していくものと思われます。また、CASE(Connectivity：つながること、
Autonomous driving：自動運転、Sharing：共有・シェアリング、Electric drive systems：電動化)やサービスと
してのモビリティいわゆるMaaS(Mobility as a Service)が拡大していく中で、従来は自動車の付加価値の源泉がハ
ードの領域にあったものが、今後ソフトやサービスの領域にシフトしていくといった大きな変革期を自動車業界は迎
えております。
　以上のような外部環境の変化並びに当社グループの現況を踏まえた今後の対処すべき課題には、グループガバナン
スの強化、QD(品質・納期)の更なる安定化、北米セグメントにおける収益力の強化、新技術及び新商品の開発推進、
拡販に向けた取り組みの加速、グループ経営を担う経営人材開発などがあります。

③ 第14期(2020年３月期)の取り組み
　当社グループは、第14期事業計画において「人材力強化と独自技術開発を強力に推し進め、環境変化に耐え得る事
業基盤を確立する」を経営方針に定め、その重点施策であるサステナビリティ強化、品質高位安定化、収益性の向上、
No.１技術の確立と事業領域の拡大、人材開発の強化に取り組んでまいります。
　具体的には、ESG(Environment：環境、Social：社会、Governance：企業統治)及び人材開発の強化により当社
グループの持続的発展に向けた基盤固めを進めるとともに、収益面では北米セグメントの収益性改善に注力すること
に加え、日本では生産変動の影響を最小化するよう諸施策を推進いたします。また、顧客の求めるQCDを常に満たす
ため工程保証能力の強化に引き続き取り組むとともに、お客様の多彩なニーズにお応えする新たな技術開発や商品開
発と新規の取引先開拓などを通じて事業の拡大を図ってまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともよろしくご支援を賜りますようお願い申しあげます。
18
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(5) 財産及び損益の状況の推移
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親会社の所有者に帰属する当期利益（左目盛り）
基本的１株当たり当期利益（右目盛り） 

0

200,000

150,000

100,000

50,000

（百万円）

第10期 第11期 第12期 第13期

資産合計
資本合計

第10期
（2016年３月期）

第11期
（2017年３月期）

第12期
（2018年３月期）

第13期
（2019年３月期）

IFRS
売上収益 (百万円) 200,224 182,737 201,000 196,718
営業利益 (百万円) 6,067 7,761 8,587 5,648
税引前利益 (百万円) 4,377 7,550 7,676 4,789
親会社の所有者に帰属する当期利益 (百万円) 2,383 6,058 6,197 4,071
基本的１株当たり当期利益 (円) 83.96 214.27 219.78 144.39
資産合計 (百万円) 173,978 174,948 168,566 158,826

負債合計 (百万円) 115,238 110,765 100,516 88,862
資本合計 (百万円) 58,740 64,182 68,050 69,964

１株当たり親会社所有者帰属持分 (円) 1,755.15 1,947.30 2,146.07 2,234.12
(注) 1．2017年３月期から、会社計算規則第120条第１項の規定によりIFRSに準拠して連結計算書類を作成しております。

2．2018年３月期において企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っております。これに伴い、2017年３月期の連結計算書類については
暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。
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(6) 重要な子会社及び関連会社等の状況（2019年３月31日現在）

① 重要な子会社の状況
会社名 所在地 資本金 当社の議決権比率 主な事業内容

ケー・ティ・エイチ・パーツインダストリー
ズ・インコーポレーテッド

アメリカ
オハイオ州

千米ドル
64,449 60.66％ 自動車部品の製造及び販売

カライダ・マニュファクチャリング・インコ
ーポレーテッド

アメリカ
オハイオ州

千米ドル
5,000

100.00
(100.00) 自動車部品の製造及び販売

ケー・ティ・エイチ・リーズバーグ・プロダ
クツ・リミテッド・ライアビリティ・カンパ
ニー

アメリカ
アラバマ州

千米ドル
23,000

100.00
(100.00) 自動車部品の製造及び販売

ケー・ティ・エイチ・シェルバーン・マニュ
ファクチャリング・インコーポレーテッド

カナダ
オンタリオ州

千加ドル
40,000

100.00
(75.00) 自動車部品の製造及び販売

広州愛機汽車配件有限公司 中国　広東省 千人民元
161,314 100.00 自動車部品の製造及び販売

清遠愛機汽車配件有限公司 中国　広東省 千人民元
60,172 100.00 自動車部品の製造及び販売

武漢愛機汽車配件有限公司 中国　湖北省 千人民元
106,556 100.00 自動車部品の製造及び販売

エイチワン・パーツ(タイランド)カンパニ
ー・リミテッド

タイ
アユタヤ県

千バーツ
340,000 86.50 自動車部品の製造及び販売

エイチワン・パーツ・シラチャ・カンパニ
ー・リミテッド

タイ
チョンブリ県

千バーツ
950,000 100.00 自動車部品の製造及び販売

エイチワン・インディア・プライベート・リ
ミテッド

インド
ウッタルプラ
ディッシュ州

千印ルピー
999,128 95.00 自動車部品の製造及び販売

ピー・ティ・エイチワン・コウギ・プリマ・
オート・テクノロジーズ・インドネシア

インドネシア
カラワン県

百万インド
ネシアルピア

704,211
82.02 自動車部品の製造及び販売

(注) 1．当社の議決権比率の（　）内は、間接所有割合で内数であります。
2．上記の重要な子会社11社を含め、当連結会計年度の連結子会社は12社であります。
3．特定完全子会社に該当する子会社はありません。

② 重要な関連会社の状況
会社名 所在地 資本金 当社の議決権比率 主な事業内容

ジーワン・オート・パーツ・デ・メキシコ・
エス・エー・デ・シー・ブイ

メキシコ
グアナファト州

千墨ペソ
893,384 50.00 自動車部品の製造及び販売

(注) 上記の重要な関連会社１社を含め、当連結会計年度に持分法を適用した関連会社は２社であります。

20

重要な子会社及び関連会社等の状況



2019/05/28 11:24:47 / 18481249_株式会社エイチワン_招集通知（Ｃ）

③ その他の関係会社の状況
　本田技研工業株式会社は、当社株式を6,055千株(議決権比率21.34％)保有しており、当社は同社の関連会社であ
ります。
　当社は、同社に当社製品を販売し、継続的で緊密な事業上の関係にあります。

(7) 主要な事業内容（2019年３月31日現在）

　当社グループは、自動車部品関連事業及びその他事業を行っております。各事業の内容は次のとおりであります。

① 自動車部品関連事業
　自動車用の車体骨格部品及びそれに伴う金型・溶接設備等の製造、販売を行っております。

② その他事業
　その他金属製品等の製造、販売を行っております。

(8) 主な事業所及び工場（2019年３月31日現在）

① 株式会社エイチワンの主要な事業所
名称 所在地

本社 埼玉県さいたま市大宮区

生産本部
亀山製作所 三重県亀山市
前橋製作所 群馬県前橋市
郡山製作所 福島県郡山市

開発技術本部
機種開発センター 栃木県芳賀町
開発技術センター 福島県郡山市

② 子会社の事業所
・アメリカ　オハイオ州、アラバマ州 ・カナダ　　　　オンタリオ州
・中国　　　広東省、湖北省 ・タイ　　　　　アユタヤ県、チョンブリ県
・インド　　ウッタルプラディッシュ州、ラジャスタン州 ・インドネシア　カラワン県
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(9) 従業員の状況（2019年３月31日現在）

① エイチワングループの従業員の状況
従業員数 前連結会計年度末比増減
7,332名 318名減

(注) 従業員数は就業人数(当社グループからグループ外部への出向者を除き、グループ外部からの出向者を含んでおります。)であり、臨時雇用者は
含んでおりません。

② 株式会社エイチワンの従業員の状況
従業員数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数
1,298名 39名増 43.0歳 19.8年

(注) 従業員数は就業人数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。)であり、臨時雇用者は含んでおりません。

(10) 主要な借入先の状況（2019年３月31日現在）

借入先 借入残高
株式会社三井住友銀行 11,450百万円
株式会社みずほ銀行 8,653
株式会社三菱UFJ銀行 8,405
株式会社埼玉りそな銀行 6,926

(11) 事業の譲渡・合併等企業再編行為等
　該当事項はありません。

(12) その他エイチワングループの現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。

22
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2 株式会社エイチワンの現況に関する事項

その他の法人
28.32％

個人・その他
38.31％

自己名義株式
0.01％

外国法人等
7.21％

金融機関
24.63％

金融商品取引業者
1.52％

所有者別の株式保有比率

(1) 株式の状況（2019年３月31日現在）

① 発行可能株式総数 63,000,000株
② 発行済株式の総数 28,392,830株
③ 株主数 9,121名
④ 大株主

株主名 持株数 持株比率
本田技研工業株式会社 6,055千株 21.33％
エイチワン従業員持株会 1,132 3.99
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 830 2.93
中　條　祐　子 781 2.75
株式会社埼玉りそな銀行 780 2.75
氏　家　祥　子 776 2.73
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口４) 761 2.68
JFE商事株式会社 727 2.56
宮　本　陶　子 726 2.56
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 664 2.34
(注) 1．持株比率は自己株式数(1,467株)を控除して計算しております。

2．当社は株式給付信託(BBT)制度を導入しておりますが、上記自己株式数には、株式給付信託(BBT)制度に関する資産管理サービス信託銀行株
式会社(信託E口)が所有する当社株式193千株は含めておりません。

(2) 新株予約権等の状況
　該当事項はありません。
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(3) 会社役員の状況
① 取締役及び監査役の状況（2019年３月31日現在）

会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役 金 田 　 敦
取締役 小 林 昭 久 営業本部長(兼)購買本部長
取締役 太 田 清 文 管理本部長、コンプライアンスオフィサー、環境責任者
取締役 遠　藤　栄太郎 生産本部長、リスクマネジメントオフィサー
取締役 田 隝 浩 明 開発技術本部長(兼)開発技術センター所長
取締役 社 外 独 立 丸　山　恵一郎 名川・岡村法律事務所副所長、戸田建設㈱社外監査役
取締役 社 外 独 立 戸 所 邦 弘 富士倉庫運輸㈱代表取締役社長
常勤監査役 伊 藤 宣 義
監査役 社 外 独 立 河 合 宏 幸 河合公認会計士・税理士事務所所長
監査役 社 外 独 立 村 上 大 樹 村上大樹法律事務所所長
(注) 1．取締役丸山恵一郎氏及び戸所邦弘氏は、社外取締役であり、当社は証券取引所に対して、両氏を独立役員として届け出ております。

2．監査役河合宏幸氏及び村上大樹氏は、社外監査役であり、当社は証券取引所に対して、両氏を独立役員として届け出ております。
3．監査役伊藤宣義氏は、管理本部長・経理部長として長年当社の経理部門に携わっており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しており

ます。
4．監査役河合宏幸氏は、公認会計士及び税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
5．事業年度中に退任した取締役及び監査役

退任時の会社における地位 氏名 退任日 退任事由
社 外 監 査 役 飯 島 邦 宏 2018年６月27日 任 期 満 了

② 取締役及び監査役の報酬等の額
区分 支給人員 支給額

取締役
(うち社外取締役)

7名
(2)

150百万円
(7)

監査役
(うち社外監査役)

4
(3)

20
(4)

合　　計 11 170
(注) 1．取締役の支給額には、株式給付信託(BBT)制度により、当連結会計年度において取締役に付与が見込まれるポイントを基礎とした当社株式等

の給付見込額18百万円が含まれております。
2．支給人員には、2018年６月27日開催の第12期定時株主総会の終結の時をもって退任した監査役１名が含まれております。
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③ 社外役員に関する事項
区分 氏名 取締役会出席状況 監査役会出席状況 発言状況

社外取締役 丸　山　恵一郎 12回/12回 － 弁護士としての専門的見地から適宜必要な
発言を行っております。

社外取締役 戸 所 邦 弘 10回/12回 － 企業経営に関する豊富な経験や見識を基に
適宜必要な発言を行っております。

社外監査役 河 合 宏 幸 11回/12回 11回/12回 公認会計士及び税理士としての専門的見地
から適宜必要な発言を行っております。

社外監査役 村 上 大 樹 10回/10回 10回/10回 弁護士としての専門的見地から適宜必要な
発言を行っております。

(注) 村上大樹氏は、2018年６月27日開催の第12期定時株主総会において選任されたため、主な活動状況は同日以降のものであります。

イ．他の法人等の業務執行取締役等との重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
取締役丸山恵一郎氏の重要な兼職先である名川・岡村法律事務所は、当社と法律顧問契約等の取引がありま
す。
取締役戸所邦弘氏の重要な兼職先である富士倉庫運輸㈱と当社との間には、物品の保管及び寄託等に関する
取引があります。
監査役河合宏幸氏及び村上大樹氏の重要な兼職先と当社との間に特別な関係はありません。

ロ．他の法人等の社外役員との重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
取締役丸山恵一郎氏の重要な兼職先である戸田建設㈱と当社との間に特別な関係はありません。

ハ．主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

④ 責任限定契約の内容の概要
　当社は各社外取締役及び各社外監査役との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、法令の定める限度まで
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
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(4) 会計監査人の状況
① 名称　　EY新日本有限責任監査法人
(注) 新日本有限責任監査法人は、2018年７月１日付けで名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しております。

② 報酬等の額
当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 52百万円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 52
(注) 1．当社の子会社は当社の会計監査人以外の監査人(外国における当該資格に相当する資格を有するもの)の監査を受けております。

2．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておら
ず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

3．監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計監査人の監査計画、監査の実施状況及び報
酬見積りの算出根拠等を確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等の額について同意をしております。

③ 非監査業務の内容
　該当事項はありません。

④ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、当社都合による場合のほか、会計監査人としての適格性及び信頼性を損なう事由が生じ、その職務
の遂行が困難と認められるときには、会計監査人の解任又は不再任を株主総会の目的事項といたします。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合、監査役全
員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集さ
れる株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いたします。

⑤ 責任限定契約の内容の概要
　当社は、会計監査人との間における会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約に関して、定款にそれ
を可能とする定めをいたしておりませんので、該当事項はありません。
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(5) 業務の適正を確保するための体制及びその運用状況の概要
　当社が、会社法及び会社法施行規則に基づき取締役会において決議した内容の概要及び当事業年度における運用状況
の概要は次のとおりであります。

① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
イ．コンプライアンスに係る「行動規範」を制定し、生産、技術、本社部門が業務実態に即した「部門行動規範」

を策定のうえ、これら規範に則り、法令遵守に取り組むとともに、その実施状況を定期的に検証する。
ロ．企業倫理や法令遵守に関する問題について、従業員及び取引先からの通報・提案を受け付ける窓口及び規程

を設け、必要な措置を講じる。
ハ．コンプライアンスオフィサーを委員長とするガバナンス委員会が、コンプライアンスに係る諸施策を継続し

て実施する。
ニ．反社会的勢力との関係遮断を徹底することとし、総務部が社内体制を構築、維持するとともに、警察等の外

部の専門機関との連携を図る。
ホ．財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引法その他の関連法令に従い、財務報告に係る内部統制の整

備及び運用を行う。
(運用状況の概要)

コンプライアンス及びステークホルダーの利益の尊重に関して「H-oneグループ行動規範」を制定するととも
に、生産、技術、本社部門の業務実態に即した「部門行動規範」を制定しております。
H-oneグループ行動規範及び部門行動規範に関してはハンドブックを配布するとともに、内部通報制度を加え
た勉強会を全従業員を対象に実施することで、周知を図っております。
国内外での法令遵守の取り組みの実施状況を「H-one・CG自己検証」により確認いたしました。
内部通報窓口を当社内及び社外に設置し、従業員及び取引先から通報を受け付けております。これに加えて、
海外アソシエイトからの通報を受け付けるグローバル内部通報窓口を設置しております。
ガバナンス委員会は、上記諸施策を企画、推進し、その結果を取締役会に報告いたしました。また、内部通
報案件に迅速に対応するとともに、その結果を取締役会に報告いたしました。
H-oneグループ行動規範には反社会的勢力との関係遮断を定めており、これを基本に据えて総務部を所管部署
として埼玉県企業暴力対策協議会に加入し情報収集に努めるとともに、本社並びに主要事業所に不当要求防
止責任者を選任、配置し外部関係機関との連携を図っております。
コンプライアンスオフィサーを委員長とするJ-SOX委員会が、財務報告の信頼性向上に関する諸施策を推進
し、財務報告に係る内部統制の体制強化を図っております。
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② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
イ．取締役会議事録、経営会議議事録及び稟議書等は、管理本部及び経営企画室が法令及び社内規程に定める期

間保存する。
ロ．取締役及び監査役は、いつでも保存された文書を閲覧することができる。
ハ．個人情報保護、機密管理に関する規程を整備し、適切に保存、管理する。
(運用状況の概要)

いずれも法令及び社内規程に従って適切に保存、整備、管理、運用を行っております。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ．各部門が、その業務の実態に即した様々なリスクを特定、分析し、対応策を講じてその予防に努めるととも

に、その実施状況を定期的に検証する。
ロ．危機管理規程を定め、有事が発生した際には、当該規程に従い迅速かつ適切に対応する。
(運用状況の概要)

危機管理の実施状況をH-one・CG自己検証により確認いたしました。また、リスクマネジメントオフィサー
を委員長とするリスクマネジメント委員会が当社全体に関わるリスクへの対応を推進しております。
大地震に代表される大規模災害が発生した場合に重要な事業を可能な限り継続又は早期に復旧させることを
目的として、事業継続計画(BCP)を構築しております。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ．当社組織の最上位階層にあたる５本部２室には、その本部長・室長の職務を上席執行役員以上の執行役員に

重点的に委嘱し、決裁権限を委譲することで意思決定の迅速化を図る。
ロ．国内外生産拠点責任者に重点的に執行役員を配し、また、海外拠点を３地域に区分けし、その地域本部長を

上席執行役員以上の執行役員に委嘱し、決裁権限を委譲することでグローバル執行体制の強化と海外事業に
おける意思決定の迅速化を図る。

ハ．計画的かつ効率的に事業運営を進めるため、中期経営計画及び年度事業計画を策定し、これらに基づく、全
社並びに部門別の実績を取締役会、経営会議、トップヒアリングを通じて評価、管理する。

ニ．会社の意思決定については、取締役会規程、同付議基準、経営審議体付議基準において明文化し、重要性に
応じた意思決定を行う。

(運用状況の概要)
取締役会及び経営会議を月度で開催し、重要性に応じた意思決定を行いました。また、四半期に１回のトッ
プヒアリング及び地域経営会議を通じて中期及び年度計画の進捗を評価、管理いたしました。
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⑤ 当該株式会社並びに親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ．当社取締役が当社グループのコンプライアンスオフィサーとして、当社及び子会社のコーポレート・ガバナ

ンスの運用並びに強化を推進する。
ロ．関係会社管理規程その他関連規程に基づき、関係本部／室が子会社管理にあたる。
ハ．子会社の職務執行状況及び事業状況等を報告させる地域経営会議を置く。
ニ．当社及び子会社の業務執行は各社における社内規程に則るものとし、社内規程については随時見直しを行う。
ホ．当社の監査室が、当社及び子会社の業務監査を実施し、検証及び助言等を行う。
(運用状況の概要)

地域本部長と当社の関係本部／室が連携して関係会社の管理にあたるとともに、当社の監査室は関係会社に
対して業務監査を実施いたしました。
法務機能を有するサステナビリティ推進部が、関係会社での法令遵守の取り組み状況をH-one・CG自己検証
により把握するとともに、検証結果に対する対策の進捗状況を管理しております。

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項、及
び取締役からの独立性、当該使用人に対する指示の実効性に関する事項
業務監査にあたる監査室が、必要に応じて監査役の職務の補助を行う。また、監査室の人事及び異動、懲戒に際
しては、監査役の意見を尊重し、その独立性を確保する。
(運用状況の概要)

監査室が、監査役の職務の補助を行っており、監査室の人員の人事等に関しては監査役の意見を尊重する等、
取締役からの独立性を確保しております。

⑦ 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制、並びに監査
役に報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確保するための
体制
イ．当社グループの取締役及び従業員は、当社グループの経営、業績に重大な影響を及ぼす事実、重大な法令・

定款違反その他これらに準じる事実を知った場合には、適切な方法により、遅滞なく監査役に報告する。
ロ．当社グループは、監査役に報告した者に対して、当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを行わな

い。
(運用状況の概要)

監査役は、取締役会をはじめ経営会議、ガバナンス委員会、リスクマネジメント委員会、J-SOX委員会等に出
席することにより取締役及び従業員から必要な報告を受けております。
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⑧ 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続きその他の当該職務の執行について
生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
当社は、監査役がその職務の執行について生ずる費用の前払い又は支出した費用等の償還、負担した債務の弁済
を請求したときは、その費用等が監査役の職務の執行について生じたものでないことを証明できる場合を除き、
速やかに当該費用又は債務を処理する。
(運用状況の概要)

監査役の職務において生じた費用又は債務は、適切かつ速やかに処理いたしました。

⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ．監査役は、代表取締役をはじめ各取締役との意見交換を定期的に行う。
ロ．監査役は、取締役会及び経営会議等の重要な会議に出席する。
ハ．監査役は、会計監査人との連携・意見交換を定期的に行う。
(運用状況の概要)

監査役は、代表取締役をはじめ各取締役及び上席執行役員以上の執行役員等と、当社が対応すべき課題や監
査上の重要課題等について意見交換を行いました。また、会計監査人とは四半期に一度、四半期レビュー報
告会等を開催いたしました。

(6) 会社の支配に関する基本方針
　当社は、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針については特に定めておりません。
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連結財政状態計算書
(2019年３月31日現在)

(単位：百万円)

科目 金額 科目 金額

資　　産

流動資産

現金及び現金同等物

営業債権及びその他の債権

棚卸資産

その他の金融資産

その他の流動資産

非流動資産

有形固定資産

無形資産

投資不動産

持分法で会計処理されている投資

退職給付に係る資産

その他の金融資産

繰延税金資産

その他の非流動資産

57,320

2,438

28,645

19,253

4,514

2,469

101,505

86,314

1,078

2,323

4,254

629

5,563

728

613

負　　債

流動負債 59,130

営業債務 22,678

借入金 22,238

未払法人所得税等 761

その他の金融負債 5,013

その他の流動負債 8,438

非流動負債 29,731

借入金 21,589

退職給付に係る負債 6,480

その他の金融負債 310

繰延税金負債 904

その他の非流動負債 446

負債合計 88,862

資　　本

親会社の所有者に帰属する持分合計 62,996

資本金 4,366

資本剰余金 13,054

利益剰余金 47,083

自己株式 △139

その他の資本の構成要素 △1,367

非支配持分 6,967

資本合計 69,964

資産合計 158,826 負債及び資本合計 158,826
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連結損益計算書 (ご参考)連結キャッシュ・フロー計算書(要旨)
(2018年４月１日から2019年３月31日まで) (2018年４月１日から2019年３月31日まで)

(単位：百万円)

科目 金額

売上収益 196,718

売上原価 △173,962

売上総利益 22,756

販売費及び一般管理費 △15,271

その他の収益 1,087

その他の費用 △2,923

営業利益 5,648

金融収益 207

金融費用 △1,172

持分法による投資利益 106

税引前利益 4,789

法人所得税費用 △1,375

当期利益 3,414

当期利益の帰属

親会社の所有者 4,071

非支配持分 △656

当期利益 3,414

(単位：百万円)

区分 当連結会計年度

営業活動によるキャッシュ・フロー 25,492

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,942

フリー・キャッシュ・フロー※ 14,549

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,949

現金及び現金同等物に係る換算差額 △27

現金及び現金同等物の増減額
(△は減少) △427

現金及び現金同等物の期首残高 2,866

現金及び現金同等物の期末残高 2,438

(注) フリー・キャッシュ・フローは「営業活動によるキャッシュ・フロ
ー」と「投資活動によるキャッシュ・フロー」の合計であります。
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貸借対照表
(2019年３月31日現在)

(単位：百万円)

科目 金額 科目 金額

資産の部
流動資産

現金及び預金
受取手形
電子記録債権
売掛金
製品
原材料
仕掛品
貯蔵品
前払費用
未収入金
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産

建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具、器具及び備品
土地
建設仮勘定

無形固定資産
ソフトウエア
施設利用権
その他

投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
出資金
関係会社出資金
長期前払費用
長期貸付金
長期未収入金
その他
貸倒引当金

14,223
667

9
516

7,917
198
153

2,282
385
117

1,783
193
△0

56,690
27,679

3,197
218

7,328
52

6,850
5,982
4,050

90
79
0

11
28,920

202
23,733

3
4,218

66
600

9
96

△10

負債の部
流動負債 19,107

買掛金 4,275
短期借入金 2,100
１年内返済予定の長期借入金 7,854
リース債務 0
未払金 1,109
未払費用 419
未払法人税等 151
未払消費税等 367
前受金 1,639
預り金 60
賞与引当金 1,129

固定負債 13,200
長期借入金 12,758
リース債務 1
長期未払金 262
繰延税金負債 47
役員株式給付引当金 116
資産除去債務 13

負債合計 32,307
純資産の部
株主資本 38,131

資本金 4,366
資本剰余金 13,459

資本準備金 13,363
その他資本剰余金 95

利益剰余金 20,444
利益準備金 261
その他利益剰余金 20,183

配当準備積立金 1,436
別途積立金 11,221
繰越利益剰余金 7,526

自己株式 △139
評価・換算差額等 475

その他有価証券評価差額金 475
純資産合計 38,607

資産合計 70,914 負債・純資産合計 70,914
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損益計算書
(2018年４月１日から2019年３月31日まで)

(単位：百万円)

科目 金額

売上高 55,713

売上原価 46,109

売上総利益 9,603

販売費及び一般管理費 7,407

営業利益 2,196

営業外収益 1,567

受取利息 6

受取配当金 1,482

その他 78

営業外費用 135

支払利息 67

減価償却費 0

為替差損 11

雑損失 56

経常利益 3,627

特別利益 0

固定資産売却益 0

特別損失 25

固定資産廃棄損 25

固定資産売却損 0

税引前当期純利益 3,602

法人税、住民税及び事業税 610

法人税等調整額 60

当期純利益 2,932
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連結計算書類に係る会計監査報告 計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2019年５月21日
株式会社エイチワン

取 締 役 会　御 中
EY新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員 公認会計士 藤　間　康　司 ㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 山　中　彰　子 ㊞業 務 執 行 社 員

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社エイ
チワンの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の
連結計算書類、すなわち、連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結
持分変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、連結計算書類を指定国際会計基準で求められる開示
項目の一部を省略して作成することを認めている会社計算規則第120条
第１項後段の規定により作成し、適正に表示することにある。これに
は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適
正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の
立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人
は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して
監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽
表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策
定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入
手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断によ
り、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価
に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性につ
いて意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の
実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計
算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査
には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ
て行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討
することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、会社計算規則第120条第１項後段の規定により指定国
際会計基準で求められる開示項目の一部を省略して作成された上記の連
結計算書類が、株式会社エイチワン及び連結子会社からなる企業集団の
当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点
において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定
により記載すべき利害関係はない。

以　上

独立監査人の監査報告書
2019年５月21日

株式会社エイチワン
取 締 役 会　御 中

EY新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員 公認会計士 藤　間　康　司 ㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 山　中　彰　子 ㊞業 務 執 行 社 員

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会
社エイチワンの2018年４月１日から2019年３月31日までの第13期事
業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示す
ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の
立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにあ
る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の
基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及
びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保
証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること
を求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示につい
て監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法
人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目
的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手
続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示
に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会
計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが
含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国におい
て一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書
類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要
な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定
により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、2018年４月１日から2019年３月31日までの第13期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に
基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人

からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、監査室その他の使用人等と意思疎通

を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な

決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役
及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及びその子会社から
成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取
締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制(内部統制システム)について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状
況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
(会社計算規則第131条各号に掲げる事項)を「監査に関する品質管理基準」(2005年10月28日企業会計審議会)等に従って整備している
旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類(貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表)及びその附属明細書並びに連結計算書類(会社計算規則第120条第１項後段の規定により指定国際会計基準で求められる開示項目の一部
を省略して作成された連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分変動計算書及び連結注記表)について検討いたしました。

2．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取

締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人 EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
⑶　連結計算書類の監査結果

　会計監査人 EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
2019年５月22日

株式会社エイチワン　監査役会
常勤監査役 伊　藤　宣　義　㊞
社外監査役 河　合　宏　幸　㊞
社外監査役 村　上　大　樹　㊞

以　上
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株主ひろば

個人投資家向け会社説明会の開催実績 展示会の出展実績

　当社の事業内容についてより理解を深めていただきたく、個人投資家の皆様
に向けた会社説明会を開催しております。

開 催 日 2019年１月22日 2019年３月25日

名 称

新春特別セミナー(IR説明会) 個人投資家向けIRセミナー

主 催 SMBC日興証券株式会社 公益社団法人日本証券アナリスト協会

開催場所 ベルヴィ大宮サンパレス 日経茅場町カンファレンスルーム

説 明 者 代表取締役社長執行役員　金田　敦 代表取締役社長執行役員　金田　敦

　超ハイテン材加工のノウハウや3DQをは
じめとした新しい量産加工技術等で進化す
る自動車フレームをご紹介しております。
開 催 日 2019年１月16日～18日

名 称

オートモーティブワールド2019
第９回クルマの軽量化技術展

開催場所 東京ビッグサイト

株主優待のご案内

　当社では、株主の皆様の日頃からのご支援に感謝の意を表すとともに、当社株式への投資魅力を高め、より多くの株主の皆
様に長期間にわたり当社の成長をご支援いただけることを目的に、2017年より株主優待制度を導入しております。

◦ご優待内容
当社オリジナル・クオカード 1,000円分
◦対象

毎年３月31日現在の株主名簿に記載され、当社株式100株(１単元)以上を
保有されている株主様。
◦贈呈時期

定時株主総会終了後の６月下旬に贈呈いたします。
◦長期保有された株主様へのご優待

2017年３月31日以後、毎年３月31日及び９月30日現在の株主名簿に同一の
株主番号で連続して記載された株主様には、連続７回目以降に2,000円分、
11回目以降に3,000円分のクオカードを贈呈いたします。
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株主メモ ホームページのご案内

事 業 年 度 ４月１日～翌年３月31日

期末配当金受領株主確定日 ３月31日

中間配当金受領株主確定日 ９月30日

定 時 株 主 総 会 毎年６月

単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座　口座管理機関

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
TEL 0120-232-711(通話料無料)

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 の 方 法

電子公告により行う。
公告掲載URL　http://www.h1-co.jp/
(ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に公告いたします。)

お知らせ

1．株式事務のお問合せ先
株主様の住所変更、配当金の振込みのご指定、買取請求その他各種お手続につ
きましては、口座を開設されている証券会社等にお問合せください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続につきましては、上記株主メモ
に記載の三菱UFJ信託銀行証券代行部にお問合せください。

2．配当金計算書について
配当金のお支払いに際してお送りいたします「配当金計算書」は、租税特別措
置法の規定に基づき作成する「支払通知書」を兼ねております。配当金をお受
取りになった後の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いただけ
ます。
なお、配当金を証券口座でお受取り(株式数比例配分方式)の株主様は、お取引
のある証券会社等へご確認ください。

3．未受領の配当金について
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたしま
す。

　当社ホームページでは、株主の皆様へIR情報
や決算情報をはじめ情報開示を積極的に行っ
ております。また、会社情報、製品や技術情報
など当社に関する情報を幅広く掲載しており
ます。

w w w . h 1 - c o . j p

エイチワン 検 索
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株主総会会場ご案内図
会　場 埼玉県 いたま市大宮区桜木町一丁目11番地５

KSビル　８階　サイサンホール
T  E  L 048－643－0010（代）

至所沢

武蔵野銀行
（工事中）

八十二
銀行

そごう

ビック
カメラ

至東京・上野・新宿

JR大宮駅

アルシェ ＤＯＭ
マルイ

桜
木
町
４

至高崎・宇都宮

国道17号線至東京

ソニックシティビル

パレスホテル大宮
ここが今回の会場
ＫＳビルです

ここが今回の会場
ＫＳビルです

至熊谷

西口

ご案内 ○JR大宮駅西口より徒歩８分
※駐車場のご用意はいたしておりませんので、お車でのご来場はご遠慮くださいますよう

お願い申しあげます。

地図




